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日本の低年齢児保育の質（プロセスの質）を問う視点の探究 

－低年齢児保育を実践している保育士・保育教諭が大切にしていることの分析から－ 
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A. 研究目的 

 保育の質は社会的に構成された概念であ

り、国の文化的信念や価値に依存し多次元

なものであることや、３歳以上とは異なる

３歳未満児保育（低年齢児保育）固有の保

育プロセスの質の精緻な議論が求められて

きていることが指摘されている（秋田、

2020 等）。 

 そこで日本の低年齢児保育（0、1、2歳 

 

児保育）の実践に関する研究動向をもと

に、子どもに直接かかわる質の側面として

近年重視されている「プロセスの質」との

関連から知見を整理し、日本の低年齢児保

育実践の特徴を探っていることは昨年度の

報告書に記した通りである（菅井、2024

等）。 

本分担研究では、保育所や認定こども園

研究要旨 
 本分担研究では、保育所や認定こども園等で低年齢児保育を実践している保育

士・保育教諭へ実施した質問紙調査項目のうち「低年齢児の保育で大切にしている

こと」（自由記述回答）を分析し、低年齢児保育の構成要素を検討しながら、日本独

自の低年齢児保育の質を問う視点への示唆を得ることを目的とした。 

0、1、2歳児クラスの担任保育士・保育教諭 2,727 名の自由記述回答を、テキスト

マイニングソフト KH Coder（Base edition Ver.3.02 2024）を用い、全体傾向を示し、

検討した。 

結果から、保育士・保育教諭が低年齢児保育で大切にしていることについて７つ

のグループ及び概念（グループ【概念】：１【子どもの気持ちや思いを尊重した関わり、

発達に応じた保育】、２【安心して過ごし活動できる環境や生活リズム】、３【担任、保

護者、職員、看護師の連携や情報共有】、４【子どもの健康管理】、５【丁寧な関わりや

保育】、６【子どもとのスキンシップ】、７【信頼関係・愛着関係の構築】）がみいだされ

た。また、日本の保育の文脈で大切にされていること、保育士・保育教諭の保育観

が、子どもが直接体験する質「プロセスの質（子どもたちの育ちにつながる〈子ども

たちと保育者、子ども同士、保育者同士の相互作用や関係性〉〈環境の構成〉等）」から

も浮かびあがり、低年齢児保育の質を問う視点への示唆が得られた。 

これらの結果にもとづき、保育士・保育教諭の記述の詳細な分析を進め、日本の

低年齢児保育固有の質（プロセスの質）を問い続けながら、次年度の研究に着手し

ていくことが今後の課題となる。 

 



等で低年齢児保育を実践している保育士・

保育教諭が「低年齢児の保育で大切にして

いること」（自由記述回答）を分析し、保育

観をもとに低年齢児保育の構成要素を検討

し、日本独自の低年齢児保育の質を問う視

点への示唆を得ることを目的とした。な

お、本報告書は日本発達心理学会大会（菅

井他、2025）において発表した内容をもと

に執筆した。 

 

B．研究方法 

本調査対象） 

全国の低年齢児保育を実施している保育

所や認定こども園等の施設長および保育

士・保育教諭を対象に、都道府県、施設

種、施設設置別がランダムになるよう無作

為抽出により調査対象施設を選択し、5000

施設に郵送により質問紙調査を送付し回収

した（回収率 20％、実施期間 2024 年 2月

～5月）。 

 本研究では 0、1、2歳児クラスの担任保

育士・保育教諭 2727 名の自由記述回答を

分析対象とした。（0歳クラス担当 767 名、

1歳クラス担当 761 名、2歳クラス担当 816

名、0・1・2歳合同クラス担当 143名、0・

1歳合同クラス担当 107 名、1・2歳合同ク

ラス担当 78名、その他 55名）。  

 

分析方法） 

保育実践や保育の質に関する質問紙調査

項目のうち「低年齢児の保育で大切にして

いることや園やクラスで工夫していること

があれば教えてください」と低年齢児クラ

スを担当している保育者へたずねた自由記

述の回答を分析した。分析方法としては、

文書形式のデータを定量的な方法で分析

し、結果を視覚化し示すことが可能である

テキストマイニングソフト KH Coder（Base 

edition Ver.3.02 2024、以下「KH 

Coder」）を用い（樋口・中村・周、2022；

樋口、2020；末吉、2019；等）、全体傾向を

示し検討した。  

＜倫理的配慮＞ 

園や個人が特定されないこと、学会で報告

すること等を調査票の表紙に記載し同意を

得た上で調査を実施した。武蔵野大学教育学

部倫理委員会の承認を受けている（承認番号

R6-002）。 

 

C．研究結果 

１）低年齢児保育で保育士・保育教諭が 

大切にしていること 

－KH Coder による分析から－ 

KH Coder の共起ネットワークを用い、共

起関係の種類を語－語、描画する共起関係の

選択を上位 60 に設定し、一般的な語「する」

の 1 語を取り除き分析した結果が図１であ

る（総出語数：使用 42,168 語/114,939 語、

異なり語数：使用 2,705 語/3,181語）。 

 

図１に示されたように、共起が多い組み合わ

せの語と語が関連の強さにより異なる太さ

の線でつながり、サブグラフ検出により７つ

のグループが描きだされた。 

各々のグループを構成している語につい

て、上位の頻出語や jaccard 係数を指標に、

自由記述内容を検討し、概念を命名した（表

１）。 

 

 

 



表1　保育士・保育教諭が「低年齢児の保育で大切にしていること」の７つのグループおよび概念

グループ 概念

グループ１ 子どもの気持ちや思いを尊重した関わり、発達に応じた保育

グループ２ 安心して過ごし活動できる環境や生活リズム

グループ３ 担任、保護者、職員、看護師の連携や情報共有

グループ４ 子どもの健康管理

グループ５ 丁寧な関わりや保育

グループ６ 子どもとのスキンシップ

グループ７ 信頼関係・愛着関係の構築

 

 

 

 

 

 

 

 

２）低年齢児保育で保育士・保育教諭が 

大切にしていること 

－自由記述回答の分析から－ 

 次に、表１に示された７つのグループ及び

概念について、各々のグループにおける保育

士・保育教諭の自由記述回答を例示し、プロ

セスの質（子どもたちの育ちにつながる〈子ど

もたちと保育者、子ども同士、保育者同士の相

互作用や関係性〉〈環境の構成〉等）から検討

することを試みた。  

グループごとに分析した結果が、表 2 から

表 8である。 

表２ グループ１【子どもの気持ちや思いを尊重した関わり、発達

に応じた保育】のプロセスの質の観点別自由記述回答例 

 

表３ グループ２【安心して過ごし活動できる環境や生活リズム】

のプロセスの質の観点別自由記述回答例 

表４ グループ３【担任、保護者、職員、看護師の連携や情報共

有】のプロセスの質の観点別自由記述回答例 

 

表５ グループ４【子どもの健康管理】のプロセスの質の観点別

自由記述回答例 

 

表６ グループ５【丁寧な関わりや保育】のプロセスの質の観点

別自由記述回答例 

 

表７ グループ６【子どもとのスキンシップ】のプロセスの質の観

点別自由記述回答例 

 

表８ グループ７【信頼関係・愛着関係の構築】のプロセスの質の

観点別自由記述回答例 



以上、日々保育を実践している保育士・保育

教諭が記した自由記述から、低年齢児保育で

大切にしていることが、グループ及び概念ご

とにプロセスの質との関連からも示された。 

 

D. 考察 

本研究では、低年齢児保育を実践している

保育士・保育教諭が大切にしていることにつ

いて、質問紙調査の記述を分析することによ

り、７つのグループ及び概念が新たにみいだ

された。また、日本の保育の文脈で大切にさ

れていること、すなわち保育士・保育教諭の

保育観が、子どもが直接体験する質「プロセ

スの質（子どもたちの育ちにつながる〈子ど

もたちと保育者、子ども同士、保育者同士の

相互作用や関係性〉〈環境の構成〉等）」から

も浮かびあがってきたと考える。 

  

E. 結論 

 日本の低年齢児保育の実践において大切

にしていることが、保育士・保育教諭が自由

記述に記した言葉（文字、語）に着目するこ

とによりその全体像が整理され、低年齢児保

育の質を問う視点への示唆が得られた。  

 本報告書では保育士・保育教諭が「低年齢

児の保育で大切にしていること」について検

討した結果を示したが、「低年齢児の保育で

困難に感じていること」（掘他、2025）にお

いて同様の内容が記されていたことも判明

した。このことから大切にしている・したい

と考えているが、実践することの難しさを感

じていることが推察される。園での観察、保

育士・保育教諭、施設長へのインタビュー等、

多様な方法やツールにより低年齢児保育の

プロセスの質をとらえようとすることの意

味にもつながる結果であると考えられる。 

本結果をもとに、多様な人や保育室内外の

物・自然等との関わりや相互作用、場、時間

をめぐる保育士・保育教諭の記述を詳細に検

討し、日本の低年齢児保育固有の質（プロセ

スの質）を問い続け、次年度の研究計画に基

づき活かしていくことを今後の課題とする。 
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